

















































































































































































































































































































































































































































iscours sur l ’origine et les fondem































































































士族・植木枝盛は、自由の権利思想をとなえる。同十二年（一八七九）植木枝盛は『民 自由論』を書き、自由民権思想の啓蒙をおこなう。明治十三年（一八八〇）四月、片岡健吉ら国会開設の請願を太政官に提出したが、受理されなかった。 『愛国志林』 （愛国社出版）の創刊。
明治十四年（一八八一）三月、参議・大隈重信、国会開設を上奏。のち 二十三 （一八九〇）を期して国会を開設する旨の詔書がくだる。























（ 『明治政史』 ） 。
明治十五年（一八八二）十二月、福島事件（自由党志士弾圧事件）がおこる。翌十六年、高田事件（新潟県自由党員による政府高官暗殺計画）がおこ
















明治二十六年（一八九三） 、ケーベルが東京帝大の哲学科教師として来日。明治二十七年（一八九四）七月、日本 外法権の撤廃に成功。八 、



























































































































































































































































































































































































































































idot frères, 1846, in-12 
(IV







































































































































































































































































































































ontract Social ” （民約）の二字であったという。他日、ルソーの他の作品を逐次訳しおえたら、読者はルソーの政体論の
すべてがわかるはずである、といい、それまで本書の表題を「民約論」としておく、とのべている。







































































































































































































































 en prenant les hom
m
es tels qu ’ils sont （人間をあるがままのものとして）を訳したものであろうが、
服部訳だと理解しにくい。 「公正確実ナル国政」は、
quelque régle d ’adm
inistration légitim



































 le droit d ’y voter suffit pour m
’im













































































































































































l ’acte d ’
association （結合行為）は、 「民約」と訳してある。服部は










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































quelque règle d ’adm
inistration légitim















































andra si je 



























































































é citoyen d ’un état libre, et m
em
bre du souverain, quelque faible influence que puisse avoir m
a voix dans les affaires publiques, le droit 
d ’y voter suffit pour m
’im
poser le devoir de m
’en instruire: heureux, toutes les fois que je m
édite sur les gouvernem
ents, de trouver toujours dans 
m
es recherches de nouvelles raisons d ’aim




































































philosophe de la science politique et com
m
entaire de la déclaration des droits de l ’hom
m





































































































































































































































































衣食が足りないことに苦しんで、他人に向かって自分を売るのであ 。ところが人民については、なぜ人民が自分を売って臣下 なる か わ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かもしれないが、一個人として見たとき、いまわしい人間、背徳者、二重人格者、狂言者だという。このような人間性ゆえに、かれは人からそしられ、悪口を言 ふらされたのである。ルソーにたい てはき誉半ばするのであるが 記者によると、ルソーの欠点を知ったうえで、かれの一生を考えたとき、 んびんの情を感じざるをえないと う。
△









































































































































































































’est en te lisant que j ’ai appris a penser autrem

















































































































































































































































































































































































































































onfessions de J.-J. R





Julie ou la N
ouvelle H
éloïse, lettres de deux am















































































った」とのべている（ 「仏蘭西だより」 ） 。
藤村が語るこのような文章をよむと、われわれはさもかれがフランス文を






































































































































ictionnaire de la L
angue F










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にいちばんつとめたのは、中江兆民であった。ルソーの『社会契約論』 （ 「民約論」 ）は、誤びゅうと矛盾に満ち、


















































明治八、九年（一八七五、一八七六）ごろ、土佐 『評論新聞』 『湖海新報』などにルソーの名が散見するが それがどの程度ひとびとの耳目













































































































































































H.生「島崎藤村氏講演『昨日、一昨日』 」 （ 『英語青年』第六六巻第六号所収、昭和
6・
12）
（
36）鈴木安蔵編『植木枝盛
　
言語自由論
　
勃ぼ
爾る
咢く
ヲ殺
ころ
ス』 （実業之日本社、昭和二十三年七月） 、三九頁。
（
37）注（
15）の一八頁。
（
38）注（
3）の二二〇頁。
（
39）色川大吉著『自由民権』 （岩波書店、昭和五十六年四月 、二九頁。
（
40）斎藤正二「ルソーの日本社会科学思想に及ぼした影響」 （ 『社会学論叢
　
二五号―Ｊ・Ｊ・ルソー生誕二五〇年記念特集号』所収、昭和
37・
12）
（
41） 『弥吉光長著作集
　
第四巻』 （日外アソシエーツ、昭和五十七年二月） 、一五八頁。
（
42）家永三郎編『植木枝盛選集』 （岩波書店、昭和六十二年四月 、三〇四頁。
148（101）
明治期のルソー受容
（
43）平岡昇「ルソーの思想と作品」 （ 『世界の名著
　
30　
ルソー』所収、中央公論社、昭和四十一年六月） 、五六頁。
（
44）注（
38）の二三頁。
